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第Ⅲ章畑土壌中のクロロタロニル消失過程における炭素同位体分別

水放は、試料の全１K鼓を週２Ｍ測定して把握し、燕発に

よる城少堂を補充した。試験は全て３膜復で行った。

培養後の土堆からクロロタロニルを回収する方法は、

操作中に炭素同位体分別が生じることを回避するため、

以下のように従来法（上路ら、2001）と比べてに秘数を

減らしたものとした。試料１９と珪藻土0．２９（ＶＡＲＩＡＮ

祉製CHEMTUBE-HYDROMATRIX）をlOmL容ねじ口付

き試験管にとり、酢酸エチル５mLで２回振とう抽出し、

無水硫酸ナトリウムを少最加えたろ紙を用いて脱水、ろ

過後、減圧濃縮して酢酸エチルでｌｍＬに定群した。定逓

には、ガスクロマトグラフ質11t分析計（ＧＣ/ＭＳ､ヒュー

レットパッカード社製IIP-5971､分離カラムUltraALLOY

-5）を用いた。添加回収率は501119ｋｇ診'添加相当で･'7％、

101叩ｋ9.1添加棚》１１で42％、２Ⅱ１９ｋK.'添加相当で50％であ

った｡定愚値は､５()Ⅱ】９ｋｇ.'添加柵11の側収率で術lＥした。

ＣＣＡ{Sによる定jIk後、抽出液をクロロタロニル濃度が

約30～50ｍｇＬ･Ｉとなるまで窒素気流下で濃縮し、炭素安

定同位体の分析に供した。炭素安定同位体自然存在比の
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一般に、環境中における挫薬の消失過凝には、蒸発、

流亡、分解嫌、複数の要閃が関与する（金沸、1992)。

このような似数の要因が関ｊjする現象において、特定の

要因の群与を推定する方法の一つが、同位体分別を利用

する方法である。この方法は、同位体分別の径度を表す

濃縮係数（enrichmentflcL(》1．）を用いて、同位体分別を

伴う要閃の寄与を推定する(朴ら、１９９６；川西ら、1991)。

しかし、現在までに、環境中における農薬のW‘i失過程に

おいて同位体分別は確認されておらず、従って、濃縮係

数も明らかにされていない。

そこで、本軍では、畑土蛎中のクロロク１１ニル消失過

程における炭素111位体分別の作在を確認する（山本ら、

2004)”

第２節材料および方法

畠■

供試薬剤は、クロロタ１１ニル(和光純薬祉製、残留農

薬試験川、純度99.0％以上）とし、珪藻士（VARIAN社

製CHEMTUBE-HYDROMATRIX）と共に粉砕混合して

１％（Ｗ/Ｗ）の粉剤としたものを用いた。供,拭土壌は、

淡色蝶ボクｌ：（大川口統、ｌ:．'ﾉｋ：ＣＬ、ｐ1.1(１１２０）：５．３９、

T-C：５３９ｋK.!、採取地：茨城県つくば市観汗台）とし、

２mmの節を通したものを用いた。

乾土lOgl:IＩ当の供試士埴をloOn'L容ビーカーにとり、供

試薬剤をｲi効成分で0.5Ing添加後混合した。この添加品

は、クロロクロニル１０．０％粉剤（商品名：グコソイル）

の施用戯（0.ｌＯＭｇｈａｌ）を想定している。さらに、蒸留

水を添加して土壌の水分条件を雌大容水飲の60％に調整

し、償行施肥窄素量に相､ｌ１する硫酸アンモニウム9.43ｍｇ

を添加後混合した。アルミ補で!隆くふたをしてllif蝶条件

下、３０℃の‘'１蝿器内で培錐した。培養期間は、培養開始

から０，７，２１，３５，‘19,7011とした。端挺中の土壌含

第3-1表クロロタロニルの炭索友定同位体
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山本：畑上填における殺菌剤クロロタロニルの動態と生理作用に間する研究
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クロロタロニルの炭素安定同位体自然存在比分析条件

ThCrI】1<)FiIlI1iganI)IIL'rＡｐｌｕｓ（ＧＣ部AgilcnlTGchnoI()HiGs6890）

４ノＬＬ

Ｉｋ，

250℃，スプリットレス，１．５mLmin.'，コンスタントフp-

IlP-5，内径0.32111Ⅲ，長さ３０，，膜厚０．２５“
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